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我々は従来の意味での自発磁化をともなう相転移が起 らないとされている二次元ノ､イ

ゼンベルグスピン系が外場下ではどのような秩序化するかを探 る目的で層状構造 を持っ

フェリ磁性体,反強磁性体の磁化過程をパルス磁場下で観測 した｡

Mn(CH3COO)2･4H20は単斜晶系に属 しC軸方向に層状構造を持っ｡ Mnイオンは

ab面内では二つの相互作用′1,J2によってフェリ磁性的に結合 しJl>J2であり,面

間相互作用ノ′はこれらに比べてかな り弱いことが知られている｡又この系はrN-3･18

Kで相転移 し全体 としては反強磁性状態になるがJ′が非常に弱いので (J'/Jl∠10~3)

容易軸方向に 100e程度の外場をかけるとメタ磁性的転移を起 こしてフェ リ磁性状態に

移 りMn2'/イオン当 り平均 1/39PBSの飽和磁化 を持っことも知られている｡

我々は更に外場 (Ho)を強くしていくことによって,ある臨界磁場Eclで,スピンキャント

の状態 に移 りHc2(>Hcl)で最終的に常磁性状態に転移することを見出 したoHo〟a軸

のときHc1-125KOe･Ec2-288KOeであるo

この結果から分子場近似に相当する簡単な解析によって面内の相互作用の大きさが,

(Jl+J2)/k-297Kと求められた.我々は更に磁化過程の温度変化を観測 しHo〟a軸

の場合についての相図の全貌 をとらえた｡更にMn(HCOO)2｡2H20に関 して従来見出

されたことのないユニークな磁化過程 を観測 した他,仙1ステアレー ト,CoC12･6H20,

Co(HCOO)2･2H20に関しても磁化過程の観測を行った｡

高圧下のβMn alloyの磁性

辻 斉

ネール点 TN～OKの数少い弱い反強磁性の物質であるとされているβMn の磁性には

格子間隔の及ぼす影響が大きいo不純物 として非遷移元素 を微量加えると△d/dが変化

し,格子間隔の伸びは｡Mn-Mn間のd電子の飛び移 りを押 え, より局在モーメントを持

ち易 くな り,より磁性的になる事が Akimoto,Katayamaらの実験により確かめられてい

る｡

ここでは不純物の影響をなくし,純粋に格子間隔 との関係を調べるため,βMn及び
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βMn合金に圧力 をかけて格子を縮めてや り,スピンエコー NMR を手段にして,スピ

ン･スピン緩和時間 T2･ あるいはスピン･格子緩和時間 Tlを測 り,その磁性 を調べ

た｡ゼロ磁場での高圧下のNMR は過去行なわれているが,条件の制限される高磁場中

での, しかもHe温度 (4.2K )以下 という低温でのスピン･エコーNMRは例がない｡

そのため圧力 をかけて測定できる装置 を作ることがまず大きな目的であったO最終的に

は 5Kbar程度の圧力下で 1.2K～4.2Kまで測定可能な装置が作れたO

実際にβMnGe0.6at70(TN-3･5K)IβMnGei.0at70(TN～6K)をサンプル

として圧力 をかけて実験 を行ったところ, TNの降下が見 られ,明らかに格子間隔を縮

めてやるとより非磁性的になってい く事が確かめられた｡

マンガニン線の抵抗変化によるバ リウム,

ビスマスの高圧相転移の検出

米 田 明

マンガニン線の電気抵抗の圧力依存性を利用 して,高圧下での相転移を検出すること

を試みた｡圧力定点としてよく利用されるバ リウムとビスマスをその対象に選んだ｡そ

の結果,存在が問題 となっていた二つの相転移を検出できた｡

バ リウムは, 55Kbarと126Kbarの圧力定点 として使用 されるが,近年 80Kbar付近に

もうーっ相転移の存在が,報告されたOこの相転移Fも X線の実験では確認できず存在

に疑問がもたれていた｡この相転移は,存在するとしても,体積変化は 0.6% 以下であ

るが,約 95Kbarでマンガニン線の抵抗は明瞭な屈曲を示 した｡またバ リウムの抵抗 も

95Kbar付近でなだらかな抵抗増加 (low Ba転移の変化量の 12%)を示 し,この相転移

の存在が二つの方法によって確実 となった｡

ビスマスは,25.4Kbarと77Kbarでの圧力定点として使用される｡1941年 Bridgmanは,

45Kbarに 0.6%,65Kbarに 0.5% の体積変化の不連続 を報告 したoこれらの相転移を検

出 したという報告と,できなかったという報告は,ほぼ同数あ り,その存在が,問題 と

なっていた｡今回の実験では,マンガニン線の抵抗は,約 45Kbarで明瞭な屈曲を示し,
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